
 

 

<令和 6年度 日本ツーバイフォー建築協会東海支部主催 需要開発セミナー 第三弾> 

                            
 

 
 
需要開発委員会が会員企業各社様に新しいビジネスの着想になりうる情報や知識をつかんでいただくために

企画する勉強・交流会の第三弾です。 
従来のようには新築住宅が売れない中、非住宅の分野に取り組まれている会社様も多いと思います。 
しかしながら、非住宅と一口に言っても店舗、オフィス、施設等とすそ野が広く、どこからアプローチしてよいか良く

わからないといった課題もあろうかと思います。 
そこで、今回は民泊に特化した建築に関するお話を伺います。 
今売れるもの、差別化できることを知っていただき、厳しい市場で生き残っていくための気づきやきっかけとなりま

したら幸いです。 
 

■開催日時：  

 

令和 6年 11月 26日（火）開始時刻 15:30 (受付 15:00～) 

・セ ミ ナ ー 15:40～17:00 
・懇 親 会 17:30～19:30 

■場   所： 

・セミナー会場 WA東桜第三会議室 
 名古屋市東区東桜 1丁目 2-8 

・懇親会会場 パームス 
  名古屋市東区泉1丁目23-36 ※両会場とも最寄り駅は栄or久屋大通です 

■定   員： 30名 ※会員会社の紹介にて参加される方は申込みの際に紹介会社のご記入をお願いします 

■参加費： 

・セミナー参加費  無 料 

・懇親会参加費  5,500 円/人(税込) 東海支部の領収書を発行します 

※費用は当日お支払いください。キャンセルは 22日(金)まで。以降は代金を頂戴します。 

■参加申込：QR コード 

     

→本部 HP講習会より 

 

 

 

11月 19日（火）正午までに当協会ホームページ「講習会」よりお申込み下さい。 

※お申し込み後、受付メールが届きましたら完了です。 

開催日の一週間前にはリマインドメール(受講票)をお送りします。 

※懇親会への参加/不参加の変更はお早めにお知らせください。 

また、キャンセルは 22日(金)までに必ずお知らせください。 

 

 
■お問合せ： （一社）日本ツーバイフォー建築協会 東海支部  ℡：052-962-3344 

<プログラム内容> (予定) 

15:30～15:40  協会から 

15:40～17:00 〈インバウンド需要を取り込んだ狭小地での民泊建築事例〉 

講師:ヒノキブン㈱  真野 武彦 氏 

 
東海支部 需要開発委員会 企画 

セミナー開催のご案内 

＝いかなる戦略も時流には勝てない= 
＜インバウンド需要を取り込んだ狭小地での民泊建築事例＞ 

 
会員及び会員紹介の方限定※ 

ぜひ懇親会とセットでの 

参加をお勧めします!! 



※FAX でも受付します 

(一社)日本ツーバイフォー建築協会東海支部 宛 

  （ＦＡＸ ０５２－９６２－３３４５） 

 

需要開発セミナー 第三弾 
< インバウンド需要を取り込んだ狭小地での民泊建築事例 >参加申込み 

 
                             令和６年   月   日 

 

会員区分  ・会員 ・一般(紹介会員会社:                           )     

 

会 社 名                                        

 

住   所  〒                                    

 

(フリガナ) 

 

申込者氏名                                      

 

電話番号                                       

 

携帯番号                                       

 

メールアドレス                                    

 

下記の通り参加を申し込みます。 

 

(記) 

職  種 氏   名             セミナー 懇親会 

 

 

 

[申込者] (フリガナ) 

 

 

 

参加/不参加 

 

参加/不参加 

 

 

 

(フリガナ) 

 

 

 

参加/不参加 

 

参加/不参加 

 

 

 

(フリガナ) 

 

 

 

参加/不参加 

 

参加/不参加 

 
※懇親会費用は当日お支払いください。キャンセルは 11/22(金)までにお知らせください。 
それ以降はキャンセル代金を頂戴します。 

以 上  

                                                          


